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2026 年度 児童養護施設 湯出光明童園事業計画（案） 

１ 事業目的・経営方針 

（１）事業の方向性 

「すべての子どもにとってより良い支援」を安定的かつ継続的に実現していくため、 

三つの柱を基本とした事業運営を進める。 

 

 

 

 

（２）基本理念 

『いつくしみ（慈愛）をたたえた まなざしをもとう（眼施）』 

～湯出光明童園で出会えた縁を大切にし、互いに「出会えて良かった」と思え 

たとえ離れていても暖もり(ぬくもり)やひとつのふるさとと感じられる施設をめざして～ 

児童憲章を根本理念とし、基本的人権の尊重のもと、子どもたちが心身ともに健やかに成長し、   

将来にわたって社会の一員として自立した生活を営むことができるよう、子どもの最善の利益を  

第一に考えた支援を行う。 

（３）生活信条 

「強く明るく生きぬき、常にわが身を省み、互いにうやまい助け合い感謝の生活」 

を大切にし、子どもと職員が互いを尊重し合い、家庭的で温かい生活を築いていくことを目指す。 

（４）基本方針 

 すべての子どもにとってより良い支援を目指し、以下の方針に基づき日々の支援と運営を行う。 

1． 安心安全な生活の場の提供 

毎日の積み重ねを大切にし、子どもが安全で安心して暮らすことのできる生活環境を整える。 

2． 子どもの人権を尊重し個性を大切にする 

  子どもの意思を尊重し、一人ひとりの思いや個性に寄り添いながら、子どもが自ら生きる力を養う

ことができるよう生活支援および自立支援を行う。 

 3．人との関わりや絆をしっかりと築き、心身の健康を守り育てる 

兄弟や友人、学校、地域の人々など、様々な人との関わりの中で信頼関係や絆を築き、安心して生活

できる環境を育み、心身の健康を守り育てながら、社会の一員として生きていく力を支える。 

 4．開かれた施設づくり 

地域に根ざした施設として、地域活動への参加を通じて地域との隔たりをなくすよう努める。また

当園が有する専門性や資源を活かし、地域の子育てや育ちを支える役割を果たす。学校や PTA、関

係団体と積極的に関わり、協働して子どもたちの成長を見守り育む。 

（４）スローガン 

「子どもの笑顔のための大人の笑顔！」～子どもの心に残るのは大人の優しい眼差し～ 

職員が身近な大人として、子ども一人ひとりを大切に見つめ関わり続けることで、子ども自身が自分

を大切に思える子になっていく。このような関わりの積み重ねが、子どもたちにとって安心･安全に 

暮らせる場となり、職員と子どもたちがともに支え合う「大きな家族」のような生活を目指す。 

 

 

1．子ども支援の質の向上 

2．職員の専門性および組織力の強化 

3．地域および法人の一員としての役割発揮  
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（5）理念を実践につなぐための考え方 

理念･生活信条・基本方針･スローガンは、単に掲げるための言葉ではなく、日々の支援や判断の   

拠り所となることを大切にしている。子どもへの支援に迷ったときや職員間で判断が分かれたときに、

「今、何を大切にすべきか」「湯出光明童園の理念に照らすとどう考えるか」と立ち返ることができる

言葉でありたい。そのために、理念を抽象的なものとして留めるのではなく、日々の実践やふり返り

の中で繰り返し確認し、「自分の支援とどうつながっているのか」を考える機会を意識的に重ねていく。 

理念が職員一人ひとりの中に根づき、自然と対話や判断に用いられることが、湯出光明童園らしい   

支援と組織文化の基盤になると考える。 

 

２ 組織体制 

（１）入所者定員 

児童数  定員：38 名（本体施設 20 名 地域小規模児童養護施設 18 名） 

【児童構成（４月初日予定】 

 未満児 年少児 小学生 中学生 高校生 その他 合計 

男 0 2 5 2 5 0 14 

女 0 2 5 1 4 0 12 

合計 0 4 10 3 9 0 26 

（２）職員構成と配置 

職員構成は以下の通り。 

また職員配置は、年少児 3：1、就学児 4：1 となるような配置で事業を展開していく。 

職員 構成  職員 配置 

園 長 1 自立支援担当職員 3  本体施設 常 勤 非常勤 

副園長 2 栄養士 1  宙ホーム 
男児 

2-3 

1 
ケアワーカー 21 調理員 5  (小規模 GC)望ホーム 2-3 

家庭支援専門相談員 1 事務員 2  虹ホーム 
女児 

2-3 

里親支援専門相談員 1 嘱託医 1  (小規模 GC)心ホーム 2-3 

心理療法担当職員 1 宿直専門員 8  地域小規模児童養護施設 常 勤 非常勤 

看護師 1 非常勤職員 4  明日家ホーム 女児 3-4 1 

  合計 52  親和ホーム 男児 3-4 1 

 紡ホーム 男児 3-4 1 

（３）高機能化に向けての取り組み 

社会的養育のあり方として今後ますます小規模化・地域分散化が推進されていくことが予想され、  

施設養育にはケアニーズが高い子どもを受け入れる「高機能化」が求められる。また自立支援を含めた

専門的な支援や高い施設養育に取り組むことが期待されているため、人材育成(第５章-2)とも連動させ

ながら職員一人ひとりが資質の向上に取り組んでいく。 

・入所前から入所後に係る支援について、共通認識のもとに支援にあたれるよう整理する。 

・ホーム職員会議を継続しながら、支援のふり返りや高め合う場のあり方について整理していく。 

・「心の相談サポーター」として、人吉こころのホスピタル（人吉市）の医師興野氏をお招きし２ヶ月

に１回、面談を行い、職員の養育の質をサポートできるように図る。 

・関係機関が行っている情報交換の場に当園職員も参画できるようアプローチしていく。 
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（４）多機能化に向けての取り組み 

中長期計画の初年度として、まずは行政や関係機関との対話を通じ、地域における潜在的な支援   

ニーズの詳細な調査・把握を行う。その後、把握したニーズに基づき、トワイライトステイや     

ショートステイ等の段階的な事業化に向けた具体的なサービス内容と実施スキームを整理する。 

・事業実施に不可欠な専用スペースの確保に向け、園内施設の用途見直しの検討や事業に適した物件

を水俣市内に拘らず調査する。 

・新たな事業展開を支える専門人材の確保・育成計画を策定し、多機能化の目的について職員間の共

通認識を深めていく。 

これらを通じ、将来的に地域の子育て支援拠点として機能するための、実効性のある運営基盤の構築

を推進していく。 

（５）コンプライアンス 

 ・日々の支援や業務の中で判断に迷った際に立ち止まり、相談しながら適切に判断できる組織運営の 

基盤づくりを進める。そのため、事故防止やハラスメント防止等の各委員会の役割と責任を整理し、

相談・確認の流れを明確にするとともに、特定個人情報や重要文書の管理体制を再点検し、法令に  

基づく適正な取扱いと機密保持を徹底する。 

・遊具の定期点検や安全運転管理規程の遵守、ヒヤリハット事案の共有を通じて事故防止とリスク管

理に取り組むほか、ストレスチェックや産業医との連携による労働安全衛生対策を推進する。 

・研修や日常的な確認・共有の機会を通じて規程への理解と倫理観を高め、コンプライアンスが子ども

と職員双方を守る共通の土台として組織に根づくことを目指す。 

（６）諸規程 

管理規程、就業規程、非常勤職員就業規程、給与規程別表、旅費規程、関係法令等の改正や社会情勢

にあわせて、随時変更を行っていく。 

 

３ 児童処遇 

【Ⅰ】養育支援 

目的 子ども・職員が家庭的な生活をイメージできる経験を積む機会を設ける。また様々な行事や生と性

の学習を通し、より豊かな社会性や努力することの尊さを養うとともに、自尊感情や自己肯定感の

向上を図る。 

① 食育 資料 1 

年齢や個々の状態に即した食事の提供と食育活動を通して、個々に応じて自立に向けた支援や食育を

行う。 

② 健康管理  

子ども一人ひとりの心と体の声を聴き、自己管理能力（セルフケア）を育み、将来にわたる健康の質

を保証できるように努める。 

・日々の活動を通して体力向上による健康増進を図り、検診や身体測定で成長を把握していく。 

・各種予防接種やマスク着用、手洗い・うがいを通して感染対策の意識を持てるよう支援していく。 

③ 子どもへの支援  

退園後の自立を想定した経験ができるような計画をたてるとともに、より家庭的な雰囲気の中で行え

るよう子どもたちの意見を取り入れながら、ホーム毎などの小グループの行事を実施する。 

・レクリエーション等の園内活動を通じて子ども間での協力や協調性を学べる機会となるよう図る。 

・園外行事では公共交通機関や公共施設などを利用する活動を企画する。 



-  

④ パーマネンシー保障の取り組み  

ホーム編成は直接処遇職員からの意見等も加味し、大人と子どもの関係が大きく変更されないホーム

編成を図りつつ、現状に即したフォローが出来るよう職員の意識作りを図る。また、入退所に伴う  

環境の変化が子どもに与える影響も念頭におき、切れ目のない支援ができるよう努める。 

⑤ 家庭支援 資料 2 

早期家庭復帰や家族再統合を目指し、児童相談所や関係機関との連携を密に図りつつ、全家庭への  

家庭訪問などにおいて家族との関係性を築いていく。 

また、多目的ルームを自立訓練および家族療法事業の親子訓練の場として積極的に活用する。 

⑥ 里親支援 資料３ 

所属施設在籍児童の里親委託推進や担当地区の里親・里子の支援を業務の主に置き、担当市町との  

連携から地域住民の制度理解向上と里親のリクルートを推進する。 

 

【Ⅱ】自立のための援助 

目的 社会体験事業や様々な実習等を実施し、自らの将来に目を向け、速やかに自立・自律に向けた    

意識を養っていく。 

① 自立支援（リービングケア含む） 資料 4 

行事等での公共交通機関や公共施設を利用して社会生活に必要なスキルの獲得と、日常生活において

調理や買い物経験など自立に向けた学びの機会を設ける。またリービングケアとして、社会生活で  

必要とされるスキルを身につける練習を含め、自立に向けた生活体験を積めるよう努める。 

退所後の生活や社会資源の情報提供等のため、該当する子どもには外部団体の取組への参加や活用を

促す。また中長期計画の現状を鑑み、職員の知識や経験のばらつきを解消し、標準化できるよう自立

に関する情報収集等を行う。 

 

【Ⅲ】アフターケア 

目的  退所した子どもに対して「日常的な生活支援」「生活問題への対応・解決」「精神的な支え」    

「親子関係の再調整」「自分史の再構築」などの包括的な支援を行い、退所後も安心して施設を  

頼ることができるようにする 

① アフターケア  

・県外に就職した子どもには、ブリッジフォースマイルをはじめとする関係機関とのネットワーク 

強化による生活の不安軽減や離職防止に努め、状況に応じて訪問する。 

・家庭復帰した子どもについては、家庭支援専門相談員と連携し電話およびメール等で連絡を取るこ

とで状況の把握を行う。また、必要に応じて家庭訪問や要保護児童地域協議会を開催してもらうな

ど関係機関との連携も密に図りながら継続的支援を行う。 

・誕生日カード郵送などを通して繋がり続け、何か起こった後の相談ではなく事前対策として生活 

状況の把握など行い、問題への早期対応を心がける。 
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４ 権利擁護 

目的 平成 23 年の児童福祉法改正により、明文化された「被措置児童等虐待の防止」の徹底を図る。 

① 苦情解決体制  

・苦情解決体制について、その仕組みを子どもたちへ丁寧に説明し、相談しやすい環境づくりに取り

組む。 

・意見箱に投函された子どもたちからの苦情や意見、要望、希望に対して、子どもたちの最善の利益

を念頭においた対応に努めるとともに、その過程でマルトリートメントを未然に防ぐよう職員の 

倫理観や人権感覚を深め、処遇の向上を目指す。 

・人権に関わる園内研修を企画実施、関連機関主催の研修への参加を促し、職員の意識の向上を図る。 

② 暴力防止（被措置児童虐待の予防）  

・子どもたちには、子どもの権利について知り、暴力にあわない大切にされる存在であることを   

伝えることを目的として、暴力防止・予防プログラムを提供している外部団体に、職員及び子ども

向けワークショップを依頼・参加する。 

・職員においては子どもの身体的・心理的な違和感や小さな変化を見逃さないためにホーム職員会議

を通じて支援のふり返りや共有の時間を継続的に確保する。また、職員個人の判断に委ねずチーム

で支援をする仕組みを整える。 

・『児童養護施設における人権擁護のためのチェックリスト(施設版・職員版)』を活用しながら被措置

児童虐待防止に関する共通理解を深め人権の視点を判断軸とした支援の確認を行う。 

③ 子どもアドボカシー  

子どもの意見や選択を尊重した関わりを日常の生活や支援の中で積み重ねる。子どもアドボカシー 

センター熊本と連携し、子どもが「話しても良い」「聞いてもらえる」と感じられる安心安全な相談  

環境を整備する。職員も日常的な関わりの中で意見表明や自己決定の機会を保障し年齢や発達段階に

応じた方法で子どもの意思を丁寧に確認する。 

④ ホーム会議  

毎週１回、ホームで子どもたちの意見を吸い上げる場を作り、子どもたちから出された困りごとや  

要望等を速やかに職員間で共有し、対応の検討と返答をしていく。 

 

５ 職員処遇 

目的 近年、社会問題の多様化に伴い、入所児童が直面する課題や支援の内容も多様化しており、児童

処遇における職員の知識・技術の向上が求められている。また雇用管理の面では、人材の確保や

職場定着に焦点を当てた取り組みや職員の健康障害の予防・健康の保持増進への対応が求められ

ている。そこで、研修の充実を通じて職員が自らスキルアップの必要性を感じ、自己研鑽を望む

風土をつくるとともに、魅力ある職場づくりを進め、職員の仕事に対する意欲の向上を図る。 

① 人材確保  

関係資格の各種養成校との連携を強化し、実習機会の拡充や情報発信の強化により将来的な人材確保

につなげる。また、多様性を踏まえた人材の積極的な採用・活用を図り、人材体制の充実を目指す。 

・ホームページや SNS、就職フェア、求人媒体等を活用し、施設の魅力を積極的に発信する。 

・実習機会の拡充及び採用に向けた各種養成校への訪問や採用試験の複数回実施、就職者向け説明会

（Zoom 含む）を実施する。 

・多様なライフステージに応じた働き方を可能とし、人材の裾野を広げる。 

・小規模化に伴う調理員や無資格者の配置について検討していく。 
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② 人材育成  

・社会動向を鑑みながら、養育や関連領域に関する研修や体験・視察型研修の機会を設け、次世代の

リーダー育成につながるような研修や組織としての仕組み作りに取り組む。 

・新入職者研修だけでなく、普段、子どもへの関与が薄い非常勤職員や宿直専門員向けの研修も企画

し、子ども理解や被措置児童虐待予防に役立て、高い施設養育が実践できるように取り組む。 

・関連機関主催研修会の情報提供や参加を促し、職員の資格取得を推奨することで、学ぶ環境の整備、

支援に対する意識・技術の向上、業務の効率化、職員の資質の向上に取り組む。 

③ 人材定着に向けての取り組み  

・中長期計画の初年度として、職員個々の職責や経験に応じた計画的な研修を強化する。 

・ハラスメント防止規程の徹底した周知と定期的な研修実施により、心理的安全性の高い互いに尊重

し合える職場環境を維持し離職防止に努める。 

・職員の帰属意識を高め定着させる為に、福利厚生の充実、多機能化を見据えた専門人材の育成と  

適材適所の配置検討を行い、組織の将来ビジョンを共有する。 

④ 福利厚生  

・定期健診や産業医面談を通じたメンタルヘルス対策、ストレスチェックを継続し、職員の心身の健

康維持を支援する。 

・中長期計画の目標である「5 連休の取得推奨」や「年末年始の働き方改革」に向け、具体的な制度 

設計と環境整備を推進する。 

互いの事情を尊重し、日常的に感謝と労いを伝え合う組織文化の醸成に努め、住居手当や資格取得  

助成金制度を効果的に運用し、職員の生活安定と専門性の向上を強力に後押していく。そしてこれら

を通じ、ライフステージに応じた柔軟な働き方を実現し、全職員が「長く働き続けたい」と実感    

できる職場を目指す。 

⑤ 委員会活動  

運営管理・権利擁護・支援向上・環境衛生・地域広報の５つの委員会を中心に、園の運営を担う重要

な役割として位置づける。そして、全職員がいずれかの委員会に所属する多職種構成のもと、定期的

な話し合いを通じて部門間の状況を共有し、子どもたちの声や日々の生活・支援の状況を踏まえた  

取り組みを行う。また、委員会での検討内容を部門内で共有し、現場の気づきや意見を大切にした  

運営と、部門を超えた協力関係づくりを進める。 

 

６ 危機管理 

目的管理規程に定めている事故防止規程の徹底を図り、子どもの安心・安全を守るため、より一層の  

体制強化と危機管理の徹底を図る。 

① 防災 資料５ 

毎月実施する避難訓練を通して、災害や火災に対する意識の向上を子ども・職員に図り、予防に努め

る。また、防火・防災に対する設備の充実・補強を図る。非常食の備蓄数 5 日分を保つ。 

また、法人全体での合同訓練を計画・実施する。 

② 防犯  

・防犯訓練を計画・実施し、防犯意識の高揚と強化を図る。 

③ 救命救急  

・定期的な救命救急講習会（消防本部主催）への参加を促し、園内講習会・法人全体での訓練を計画・

実施する。 
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④ 湯出安心安全委員会（インシデントアクシデント含む）  

・子どもへ安心･安全な生活環境を提供するために、事案発生後の対応･再発防止･事故防止について 

外部有識者から意見をいただく場を年４回設定する。 

・インシデント・アクシデント事案の収集、再発防止・発生後の対応については、これまでの取り組み

を継続しながら再発防止の強化を図る。 

 

７ 地域への広報・交流支援 

目的湯出光明童園を社会資源の一つとして認識していただき、一体となって地域の活性化へと繋がって

いくよう、子ども・職員が積極的に地域交流に参加する。 

① 広報活動 ①  

ホームページやインスタグラムなどの SNS を活用した園の日常や情報を継続して発信できるような

仕組みを検討し、開かれた施設を目指していく。 

・年 2 回発行の広報誌『光輪』、『家庭支援だより』を児童相談所や保護者に可能な限り郵送する。 

・地域や関係者を対象にした施設見学会を開くことで、児童養護施設への理解を深めてもらう。 

② 地域交流・支援  

小学校・中学校のＰＴＡ活動に積極的に参加する。また世情を鑑みながら児童養護施設の理解や取り

組みが広く浸透するような活動を模索していく。 

・清掃活動や地域主催のイベントの手伝い、地域の子どもたちの居場所の提供を行う。 

・子育て短期支援事業として、ショートステイ・トワイライトステイの受け入れを行う。 

・水俣市からの委託を受けて、３歳６か月健康診査に職員がスタッフとして参加する。 

・芦北地区療育支援等に協力し、依頼があった際は心理療法担当職員が保健師の訪問に同行する。 

・人吉球磨地域への事業展開も視野に入れた人材交流の方法を検討する。 

・保育士養成校の非常勤講師として、家庭支援専門相談員が講義を行う。 

・ボランティアを募集しつつ、ボランティアの負担を少なく軽くする体制を検討する。 

・地域住民に施設行事や交流バーベキューの案内をだし、双方負担のない交流方法を検討する。 

 

８ 施設設備 

① 施設整備  

随時必要な維持、管理、整備を実施するとともに、中長期計画にあげられている建物の整備に向け、

計画的な資金積み立て計画をたてる。 

・補修箇所の修繕 

・専門業者による換気扇、吸気排気口清掃、鳥害対策 

・子どもの遊び場を侵食しない形での敷地内の整理・動線確保の検討。 

② 環境整備・衛生管理  

「整った環境は子どもの心の安定につながる」という認識の共有を行い、子どもたちが安心して暮ら

せるため、家庭的で清潔な生活環境を維持するため施設内外の環境美化に継続的に取り組む。また、

衛生管理の面から、職員へ食中毒や感染症の研修を企画し、医療分野との連携、衛生的な環境への  

意識を高め実際に取り組んでいく。 

 ・事故防止規定に基づく遊具や設備の定期点検を行う。 

 ・園庭・駐車場の草刈りを定期的に行う。 

 ・建物内外の整理整頓・清掃・修繕・緑化などを計画的に行い、大掃除を年２回行う。 

 ・マスクや消毒用アルコール、ペーパータオル等の衛生用品の充足を図る。 

 ・職場巡視を行い、衛生委員会の中で共有・対応検討をする。 
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 別紙 1 

２０２６年度 給 食 関 係 事 業 計 画  

 《年間目標》 年齢や個々の状態に即した食育活動を通して、自立に向けた支援や食育を行う。 

 行事食 給食・食育 栄養 衛生 

4 

学校遠足弁当 

誕生日メニュー 

希望食(全体会・誕生日) 

給食会議 

食育活動 

給与目標量設定 

栄養管理状況報告書提出 

検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

グリーストラップ清掃 

5 

子どもの日 

小・中学校、水高体育大会 

誕生日メニュー 

 

 

     嗜好調査 

BMI、標準体重 

 

【給食担当者部会総会】 

検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

 

6 

誕生日メニュー   検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

グリーストラップ清掃 

7 
七夕 

誕生日メニュー 

  検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

8 

そうめん流し 

盆団子（8/13） 

誕生会（交流 BBQ） 

  検便(第 1 火曜日) 

大掃除(＋バルサン散布) 

グリーストラップ清掃 

9 

十五夜 

彼岸おはぎ（秋分の日） 

誕生日メニュー 

  検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

 

10 

幼稚園運動会弁当 

誕生日メニュー 

 

 

     嗜好調査 

給与目標量の見直し 

 

【給食担当者部会研修会】 

検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

グリーストラップ清掃 

11 
童園祭 

誕生日メニュー 

 BMI、標準体重 

 

検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

12 

誕生会（クリスマス） 

餅つき 

おせちつくり 

  検便(第 1 火曜日) 

大掃除 

バルサン散布(第 1 週目) 

グリーストラップ清掃 

1 
新年会会食（1/1） 

誕生会（コーナー） 

  検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

2 

節分 

誕生日メニュー 

 卒園児調理実習 

【給食担当者部会研修会】 

検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 

グリーストラップ清掃 

3 

ひな祭り会食（3/3） 

学校遠足弁当 

彼岸ぼたもち（春分の日） 

誕生会 

 1 年間のまとめ 検便(第 1 火曜日) 

バルサン散布(第 1 週目) 
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 別紙２ 

2026 年度 家 庭 支 援 活 動 事 業 計 画 

目的                                              

入所児童の早期家庭復帰をはじめ、各家庭のニーズを把握し、児童および保護者の最善の利益を考慮し

た支援を行う。また、家庭復帰後における不適切な養育の再発防止、および家庭復帰をしない場合であ

っても親子関係の回復のため、児童相談所をはじめとする関係機関と密な連携を図りつつ、家族再構築

支援の充実に努める。 

家族再構築支援                                             

1. 児童の気持ちの傾聴と寄り添った支援を行う。 

2. 保護者と適宜面談を行う。（家庭訪問含む） 

3. 児童相談所および関係機関との密な連携を図る。 

4. 自立支援計画表に「児童が頑張りたいこと」や保護者の意向もできる限り入れて支援する。 

面会・外出・一時帰省に関する支援                                             

1. 児童および保護者の意向を確認しつつ、段階に沿って面会・外出・一時帰省を設定する。 

2. 面会時には FSW が同席して観察しつつ、適宜、コミュニケーションの図り方について助言する。 

保護者への支援                                            

1．不適切にならない養育方法を保護者と一緒に考えていく。 

2．生活・働き方の在り方やコミュニケーションの図り方について保護者と一緒に考えていく。 

多目的ルームの活用（親子訓練・自立訓練）                                            

1． 卒業を控えた高校生および家庭復帰を見据えた児童の自立訓練を積極的に行う。 

2． 無償にて親子の調理および宿泊の場を提供し、家庭生活訓練を積極的に行う。 

月 活動内容 備考 

 

4月 

面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

各児童相談所との援助方針の打ち合わせ 

援助方針会議（園内） 関係機関への挨拶訪問 

 

入学式の案内 

5月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問 GW一時帰省の調整 

6月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

7月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

8月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問 夏期一時帰省の調整 

9月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

10月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

11月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問 童園祭の案内 

12月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問    冬期一時帰省の調整 

1月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

2月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問  

3月 面会・外出・一時帰省支援 家庭訪問 振り返り 卒園式・卒業式の案内 

不 

定 

期 

相談援助部会定例会 FSW と児童相談所の連絡会 

要保護児童対策地域協議会への参加 

児童相談所との情報共有および支援者会議 

関係機関との情報共有会議（ケースカンファレンス） 

適宜援助方針会議（園内） 入所時のアセスメント 

 

家庭支援だよりの発行 

園行事・地域行事・授業参観・保育参観の

案内 

 

 

児
童
お
よ
び
保
護
者
と
の
面
談 

多
目
的
ル
ー
ム
の
活
用
（
親
子
訓
練
・
自
立
訓
練
） 
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 別紙３ 

2026 年度 里 親 支 援 活 動 事 業 計 画 

目標 

所属施設在籍児童の里親委託推進や担当地区の里親・里子の支援を業務の主に置き、担当市町との連携

から地域住民の制度理解向上と里親のリクルートを推進する。 

里親周知啓発活動 

□１ 中長期計画にて示した里親登録者数の数値目標を意識しての周知啓発に努める 

□２ 里親制度周知パネルをフォスタリング機関協働で、地域の集いの場にて一定期間の掲示を行う 

□３ 多数の集客が見込める大型ショッピングストアなどにて常設ブースでの周知活動を行う 

□４ 担当市町村役場との協働にて周知啓発のポケットティッシュ配置、広報紙に制度掲載 

□５ 里親支援センターと連携して県南における出前講座等の事業展開に協力する 

里親支援活動 

□１ 多機関との連携にて里親養育環境の整備に努める 

□２ 委託直後 2 カ月は 2 週に一回程度、委託の 2 年後までは１～２カ月に１回程度、その後は年 2 回

程度の頻度にて家庭訪問を行い養育状況の把握、養育へのアドバイスを行う 

□３ 施設から里親への積極的措置変更を推進するに、里親登録実習、里親によるボランティア、家庭生

活体験事業を通して里親と子どもの関りを増やす 

その他 

□１ 県南里親支援機関と隔月１回の定例会議にて共有と検討 

□２ 子ども家庭福祉課、３児相管轄支援機関との年に２回の定例会議にて共有と検討 

□３ 県南里親支援専門相談員での連絡会を月１開催にて、提案、助言、企画を協議 

□４ 県全域の里親支援専門相談員集って年３回、情報や課題の共有から提言を図る 

□５ 各種研修参加にて専門的スキルの向上に努める 

年間スケジュール 

 特定月の活動内容 定例活動・定期活動 備考 

４ 新年度活動計画会議 ・委託里親、未委託里親家庭訪問 

・委託児童応援会議（学期に 1 回） 

・相談援助部会、役員会（隔月１） 

 

・各児童相談所との援助指針会議 

（年６回） 

・里親支援機関定例会(年２) 

 

・県南支援機関定例会(隔月１) 

・ケース共有会議（年４回） 

・里親制度周知啓発活動 

（担当市町村役場訪問） 

・里親会への協力 

（田植え・稲刈り・餅つき等） 

・NPO 法人優里の会への協力 

（スキルアップ研修等） 

・里親認定時の研修･実習協力 

 

・県南相談員連絡会(月１) 

 

・県全域相談員連絡会(年３) 

 

５ 新規登録里親認証式  

６ 里親会総会参加  

７ 里親会総会研修会  

８ 

夏期家庭生活体験事業 

里親会主催キャンプ協力 

夏祭り(各市町村) 

 

９ 新規登録里親委託検討会  

１０ 
里親フォーラム 

市町村広報紙掲載(里親月間) 

 

１１ 

いきいき健康祭り(水俣市) 

錦ふるさと祭(錦町) 

多良木農林商工祭(多良木町) 

 

１２ 
冬期家庭生活体験事業 

新規登録里親認証式 
 

１   

２   

３ 新規登録里親委託検討会  
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 別紙４ 

2026 年度 自立担当職員・職業指導員 年間活動計画 

目的 

家庭復帰および卒園を控えた児童に対し社会生活で必要とされるスキルを身につける練習を含め、自立

に向けた生活体験を積めるように自立訓練室の利用等のリービングケアの充実を目指す。卒園者・退所

した児童に対してアフターケアの内容や相談先について継続的に周知し、包括的な支援を行い、退所後

も安心して施設を頼ることができるようにする。 

月 活動内容 備考 

4 月 

職業指導員・自立支援定例会・総会  

各児童相談所との援助方針の打ち合わせ 

援助方針会議（園内） 自立支援計画策定 

  

5 月 職業指導員自立支援勉強会  

 

6 月 職業指導員・自立支援定例会  
 

7 月 
職業指導員・自立支援定例会 

オープンキャンパスへの引率同行  

 

8 月 
オープンキャンパスへの引率同行 

高 3 進路決定支援  

 

9 月 職業指導員自立支援勉強会  
 

10 月 
職業指導員・自立支援定例会 

自立支援計画の見直し  

 

11 月 青年会議所イベント引率  
童園祭の案内 

12 月 

職業指導員定例会  

各児童相談所との援助方針の見直し 

助成金申請の案内 

 

1 月 

職業指導員自立支援勉強会  

成人式対応  就職/進学児童の住まい探し契約支援 

助成金申請の案内 

 

2 月 
職業指導員定例会  

就職/進学児童の住まい探し契約支援   

 

3 月 
卒園生退所手続き支援   

自立支援計画策定・振り返り  卒園生送る会 

 

 

 

 

その他 

〇子どもの外部セミナー（ブリッジフォースマイル等）の受講調整及び外部機関へ各種申し込み 

〇在園児の就労、アルバイト支援 

〇ホーム担当職員と自立に向けた生活支援（片付け、洗濯、掃除、衛生、金銭管理等の習慣形成） 

〇各種助成金及び奨学金申請・支援   

〇就職/進学のための各関係者関係機関との連携 

〇Ⅱ型利用者の訪問、対応、支援 

〇研修、セミナーの受講  

 

誕
生
日
カ
ー
ド
郵
送
・
法
人
自
立
支
援
定
例
会 

卒
園
・
退
園
者
の
生
活
状
況
把
握
（
連
絡
・
面
談
） 

緊
急
時
対
応 

多
目
的
ル
ー
ム
の
活
用
（
生
活
訓
練
） 



-  

 別紙５ 

２０２６ 年 度 防 火 避 難 訓 練 年 間 計 画 表 

月 
出火想定 

場  所 
内  容 実 施 上 の 留 意 点 と 指 導 

 

４ 

1F 

スタッフ 

ルーム 

漏電火災 

防災組織表の確認 

避難経路・避難場所の確認 

通報・避難・消火訓練 

 

５ 
2F 居室 

（心） 
地震発生による出火 

地震時の身の守り方 

避難方法について 

通報・避難・消火訓練 

 

６ 
 

3F 心理室 

不良家電の異常過熱に

よる出火 

電気器具の点検・整備 

緊急連絡網の確認    ※心肺蘇生法講習（職員） 

通報・避難・消火訓練   ※夜間想定 

 

７ 
2F 居室 

（夢） 
漏電火災 

避難後の集合状態 

防災組織の再確認 

通報・避難・消火訓練 

 

８ 

 

外庭倉庫 

 

火の不始末による出火 
避難誘導の徹底・正しい火の使い方 

通報・避難・消火訓練 

 

９ 

2F 

スタッフ 

ルーム 

漏電火災 

避難誘導の迅速 

非常用具の使用について 

通報・避難・消火訓練 

 

10 
1F 居室 

（宙） 
漏電火災 

避難誘導の徹底 

消火器の設置場所の確認と使用方法 

通報・避難・消火訓練 

 

11 

 

食堂 

 

調理家電の不良による

出火 

避難経路の再確認 

通報・避難・消火訓練 

 

12 
1F 居室 

（望） 
漏電火災 

避難誘導の徹底。特に年少児への重点徹底 

通報・避難・消火訓練 

 

１ 

 

調理場 

 

調理油の異常過熱によ

る出火 

避難場所での人員確認 

通報・避難・消火訓練 

 

２ 
2F 居室 

（虹） 
漏電火災 

連呼による避難誘導の徹底 

迅速な避難と避難場所での人員の確認 

通報・避難・消火訓練   ※夜間想定 

 

３ 

事務所棟 

2F 

面会室 

漏電火災 

消火器・誘導灯・非常照明・非常用具の点検 

電気器具の安全な使用法 

通報・避難・消火訓練 

 


